
 

通常例会1774回・本年度第 29回 例会日／2023年2月15日 会場／天童ホテル 

司会／有木清和   ソング／我らの生業    タクト／鞍掛彰秀 

 

会長挨拶 伊藤 則雄 会長 

今日のお客さんを紹介します。 

社団法人 山形労働基準協会 総務課長 佐藤重哉 氏でございます。 

後ほど卓話よろしくお願いします。 

今年は雪の積雪は、去年より少ないものの、強い寒波が周期的に来るようでまだま

だ春は遠いのかと思いますが、でもすでに、2月15日です。2月は旧暦で言うと如

月（きさらぎ）で、現在は新暦の2月としても、使われております。旧暦は、大陰

太陽暦といって月の満ち欠けを基準とした、暦を使用していたため、太陽の動きを

基準とした新暦（太陽暦）に、単純に当てはまるわけではありません。旧暦の2月を、新暦に換算する

と、1ヶ月ほどズレが生じ、2月下旬から4月上旬になるようです。 

如月（きさらぎ）の意味と由来の語源は、定かではないが、重ね着が由来と云う説、旧暦2月は寒さが

厳しく、重ね着をすると云う意味 「衣更着」、天気が関係していると云う説、旧暦2月は、天気が良

くなり陽気が更に増すと云う意味 「気更来」、草木が関係していると云う説、春に向かって、草木が

生え始める、季節と云う意味 「生更木」いろんな説があるようですが、別名2月の事を初花月（はつ

はなづき）年が明けて、初めて咲く花 「はつはな」といい、梅の花を指すそうです。 

仲春 （ちゅうしゅん） 「仲の春」（なかのはる）旧暦では、1月・2月・3月は「春」4月・5月・6

月が「夏」7月・8月・9月が「秋」10月・11月・12月が「冬」になるようで、2月は、春の真ん中に

当たるので、春の真ん中と云う意味からのようです。 

そのほかいろんな説や別名があるようですが、2月は、暦の上では、「春」です。 

まだまだ寒さが続くようですが、一日一日春に向かっているようです。もう少しの辛抱でございます。

身体に気をつけ、お過ごしください。 

 

幹事報告 緑 英樹 幹事 

1. 延期となっておりました、第３グループＩＭのご案内が届いております。 

日時は３月２５日(土)１４：００登録開始となっております。 

場所は新庄市のニューグランドホテル新庄で開催します。 

基調講演は、株式会社資生堂 元常務執行役員の関根近子氏による 

講演を予定しております。 

2. 米山奨学会への寄付金の領収書について、皆様にお詫び申し上げます。 

 本来ですと昨年中に米山奨学会へ、お預かりした寄付金を送金することになってい

るはずでしが、手違いによりこれからの送金になります。したがって、領収書は昨年と今年の分２枚

が来年の１月に送られてきます。今回の確定申告に使用できず大変申し訳ございませんでした。 

3. 例会終了後、臨時理事・役員会を開催いたしますので、ホワイエにお集まりください。 

 

委員会報告 

米山奨学会 佐藤豊委員長 

米山奨学寄附金送金が手違いによりこれからの送金になります。 

ご了承下さい。 



スマイル報告 永山和敏さん（順不同） 

☆山形労働基準協会総務課長の佐藤重哉さん、当クラブにおいで頂き有難うございます。 

卓話よろしくお願いします。伊藤則雄会長 

☆佐藤課長、本日の卓話宜しくお願い致します。三瓶 誠 

☆佐藤課長、雪の中ご来訪有難うございます、卓話よろしくお願いします。相馬勝博さん 

☆本日、佐藤重哉課長卓話よろしくお願いします。 鞍掛彰秀さん 

☆佐藤課長さんようこそ、卓話宜しくお願いします。永山和敏さん 

☆2月で開院46年目に入りました。50年まで生きてみたいと思います。高橋繁夫さん 

☆米山記念奨学会の特別寄付有難うございました。お詫びは委員会報告で致します。佐藤豊さん 

 

本日の例会 

担当：社会奉仕委員会 

演題「山形労働基準協会の事業について」  

講師 （社）山形労働基準協会 総務課長 佐藤重哉 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 原田 正夫 出席委員会委員長 

本日会員 53名 出席者42名 出席率100.00%（出席義務者42名） 

講師紹介 

三瓶誠委員長 

本日の食事 

謝辞謝礼 

半澤副会長 

総務課長 

佐藤重哉さん 


